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【はじめに】

　意匠の規定が含まれる専利法が改正され、2009年10月1日に施行されました。　
　また、実施細則、審査指南が2010年2月1日から施行されました。
　主な改正内容は、意匠の登録要件の強化（世界公知の採用、創作非容易性の
判断基準の明確化）、権利範囲の明確化（意匠の簡単な説明記載の義務化、評
価報告書の導入）、意匠の保護拡充（多意匠一出願制度の導入）です。
　当委員会では、これらの改正内容を踏まえ、出願時の留意事項等を検討してき

 ました。今後の実務のご参考としていただければ幸いです。

　第１章　基本的改正点の留意事項
　第２章　出願時の留意事項に係るQ&A
　第３章　専利法改正前後の出願登録状況データ

　なお、本内容につきましては３月の東西部会にて報告いたします。

　最後に、本資料作成にあたりご協力いただきました多数の国内外代理人に
厚く御礼申し上げます。



第１章　基本的改正点の留意事項

この章では、意匠に関する改正点の基本的な留意事項に
ついて、まとめています。



（制度の説明）

留意事項 関連条文等

「新規性」、「創作非容易性」の要件を備えていない意匠は、専利権を取得できない。（専利法第23条）

１．　新規性
　専利権を付与する意匠は、従来の創作に属さないものでなけれ
ばなりません。

２．　日本の意匠法第3条の2に該当する規定
　意匠出願日前に、いかなる単位、又は個人によっても同一の意
匠について専利局に出願され、かつ、出願日以降に公告された専
利文献の中に記載されていないものでなければなりません。
　※　日本においては同一出願人には適用されませんが、
　　　　中国においては何人に対しても適用されます。

３．　創作非容易性
　公知創作または公知創作の特徴の組み合わせとを比較し、明ら
かな区別が付かなければなりません。
　※　外観設計に独特の視覚効果を有していれば、進歩性あり
　　　　と判断されます。

　上記１～３に対する補正指令は、審査官に依存するところが多
く、義務化されておりませんので、条件を満たしていなくても登録
になっている事例が多々見受けられます。

新規性／創作非容易性

・専利法第23条第1項、4項
・審査指南第四部分第五章5.1.1
・審査指南第四部分第五章5.1.2

・専利法第23条2項、4項
・審査指南第四部分第五章6



登録要件

寸法の相違

慣用材料の取り替え

製品の機能や内部の構造、技術的性能の相違

通常の注意力で気付けない僅かな差異

使用する時に容易に見えない又は見えない部分の相違

ある設計要素全体を当該種別の製品の通常設計における相応した設計要素に置き換えた

当該種別の製品の通常の配列方式により配列を繰り返しているか、又は配列数に増減の
変化を施した

相互にミラー対称になった

種別の同一又は類似な製品の現有設計と比べて、明らかな相違がない

現有設計の転用により成されるものであり、両者の設計的特徴が同一であるか、あるいは
軽微な差異だけがある。そして、当該具体的な転用手法について、種別の同一又は類似な
製品の現有設計にヒントがある

現有設計又は現有設計の特徴の組み合わせにより成されるものであり、該現有設計が係
争意匠の相応した設計の部分と同一であるか、あるいは軽微な差異だけがある。そして、
当該具体的な組み合わせ手法について、種別の同一又は類似な製品の現有設計にヒント
がある

創作非容易性

新規性
（同一）

新規性
（実質的同一）

審査指南

第四部分
第五章5.1.1

第四部分
第五章5.1.2

第四部分
第五章6



（制度の説明）

留意事項 関連条文等

出願人が優先権を主張する場合、出願時に優先権を主張する書面を提出し、3ヶ月以内に最初に提出した特許出願書
類の謄本を提出しなければならない。（専利法第30条）

１．　簡単な説明
　基礎出願において「意匠の説明」を記載していない場合も、中国
出願の「簡単な説明」が図面または写真に示される範囲を超えて
いなければ記載することができます。

２．　多意匠一出願
　中国に優先権を主張して意匠出願をする場合には、最先の出
願日から6ヶ月以内であれば、多意匠一出願の制度を利用して出
願することができます。
　基礎出願の有無に関わらず、中国の類似判断基準に合致して
いる限り（他国の類似関係を考慮しない）、１件の意匠出願にまと
めることができます。
　※　日本の本意匠を必ずしも中国の基本設計にする必要はあ
　　　　りません。

優先権主張を伴う場合の基礎出願の取り扱い

・専利法実施細則第31条
  審査指南第一部分第三章5.2

・審査指南第一部分第三章5.2.1

・審査指南第一部分第三章5.2



（制度の説明）

留意事項 関連条文等

意匠出願には、願書、当該意匠の図面又は写真、及び当該意匠の簡単な説明を含めなければならない。（専利法第27
条）
意匠の簡単な説明には、物品の名称、用途、意匠の設計要点、および設計要点が最も明瞭に示された図面又は写真
の名称を記載 しなければならない。図面の省略や色彩の保護を求める場合には、簡単な説明中にその旨を記載しな
ければならない。（専利法実施細則第28条1項）

１．　意匠の設計要点の記載事項
　　（１）意匠の設計要点とは、先行意匠と区別されるような形状等
　　　　　をいい、その記載は簡潔にすべきである。なお、簡潔でな
　　　　　い場合には、補正指令を受ける可能性があります。
　　（２）簡単な説明の記載は、機能的な説明等を記載してはなら
　　　　　ず、記載がない場合には出願が受理されません。
　　（３）代表図の指定とは、登録公報に掲載する図面を指定する
　　　　　ことが目的であり、権利範囲には影響しません。

２．　意匠の設計要点の記載内容と権利解釈の関係
　　　類似判断は、全体観察に基づいてなされますので、意匠の
　　簡単な説明に記載されていない特徴部分も考慮されますが、
　　意匠の設計要点に記載された内容は、権利範囲の解釈に用
　　いられます。

　以上の観点から、将来的に権利範囲の解釈に悪影響を与えると
考えられることは出願時には記載せず、補正指令を受けた場合
に、対応する方が良いと考えられます。
　今後、改正専利法における裁判例が蓄積された時点で検証が
必要です。

意匠の簡単な説明の記載事項

・専利法実施細則第28条、第39条
・審査指南第一部分第三章4.3
　

・専利法第59条
・最高人民法院による専利権侵害紛争事件を
めぐる紛争案件の審理における法律適用の
若干問題に関する解釈（法釈[2009]21号）第9
条



（制度の説明）

留意事項 関連条文等

原則、出願人が提出する図面又は写真は、専利保護を請求する製品の意匠を明確に表示していなければならない。
（専利法第27条第2項）

１．　少なくとも製品の設計要点が及ぶ面の図面を提出しなければ
なりません。
　（例）・設計要点が６面に及ぶ場合→６面それぞれの正投影図
　　　　・設計要点が１面またはいくつかの面にのみ及ぶ場合
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  →少なくとも関連する面の
                                                      正投影図及び立体図
　（ａ）図面が省略される場合には、意匠の簡単な説明において
　　　　その理由を記載しなければなりません。
　（ｂ）必要な場合、展開図、断面図、拡大図等を提出することが
　　　　できます。
　（ｃ）製品の用途、使用方法又は使用場所などを明示するため
　　　　に参考図を提出することができます。

２．　出願人は、色彩も併せて保護を求める場合、カラーの図面又
は写真を提出しなければならない。なお、意匠の説明において、色
彩を保護する旨を記載しておくことが必要です。

３．　コンピュータグラフィックス（ＣＧ）により作成した図面を提出し
ても良いです。

４．　意匠図面の製品製図の中に削除又は補正されるべき線、例
えば陰影線、引出線、点線、中心線、寸法線、鎖線などを含んでは
なりません。

意匠図面又は写真の要件

・審査指南第一部分第三章4
・審査指南第一部分第三章4.2

・専利法実施細則第27条
・審査指南第一部分第三章4.3(4)

・審査指南第一部分第三章4.2.2
・審査指南第一部分第三章4.2.4



（制度の説明）

留意事項 関連条文等

原則、1件の意匠出願には１つの意匠に限られますが、同一物品における類似する意匠については最大１０の意匠を
限度として、１の意匠出願として出願し、保護を受けることができる。（専利法第31条2項、専利法実施細則第35条）

１．　多意匠出願する際には、代表図を指定するとともに、意匠の
簡単な説明において基本意匠を指定する必要があります。
２．　１件の意匠出願における各意匠は、同一物品であり、かつ、
基本意匠に類似するものに限定されます。
３．　多意匠一出願を利用する場合には、1件の意匠出願に含める
意匠は１０個を超えてはなりません。
なお、１０個を超えて出願してしまった場合、審査官は意見通知書
を発送し、出願人が補正を行っても欠陥が克服されないときは、該
意匠出願は拒絶されます。
４．　出願を検討する際に、類似する意匠が１０個を超える場合に
は、1出願に含まれる意匠を１０個以内となるように意匠の選定を
行う必要があります。なお、類似する意匠を別意匠として出願した
場合には、類似する意匠同士は無効となる可能性が高いと考えら
れるので、どちらかの出願から当該類似する意匠を削除する必要
があると考えられます。

《本制度活用のメリット》
類似性が高い意匠を1件の意匠出願にまとめて出願することが可
能となり、１つの出願で複数の類似する意匠を保護することができ
るとともに、出願手数料を節約することが可能です。また、登録無
効性が高い意匠が含まれている場合には、その意匠を削除するこ
とにより、登録無効理由の無い意匠については権利を維持するこ
とが可能です。

多意匠一出願制度

・専利法実施細則第28条
・審査指南第一部分第三章4.3
・審査指南第一部分第三章9.1.1

・専利法実施細則第35条第1項

・専利法実施細則第42条

参考：同一物品について
食事皿≠取皿
※多意匠一出願に含められる意匠の対象とし
て、ジェトロ作成の日本語仮訳（第31条2項）で
は、「同一製品」における・・・」となっていますが、
実施細則28条第1項が日本でいう「意匠にかかる
物品」に相当すると考えられることから、ここでは
便宜上、「同一物品」との用語を用いて説明して
います。



（制度の説明）

留意事項 関連条文等

平面印刷物の図案、色彩又はこれらの組合わせによって作成され、主に標識として用いられる意匠は、登録を受けるこ
とが出来ない。（専利法第25条第１項第6号）

１．　意匠登録出願が以下の３つの条件を同時に満たしている
場合、登録を受けることが出来ません。
　　（１）意匠にかかる物品がラベル等の平面印刷物である
         （注１）。
　　（２）当該意匠が図案、色彩又はこれらの組合せに対する
          ものである。
　　（３）当該意匠が主に標識（商標）としての機能を果たして
          いる。（注２）

注１　三次元の製品（物品）であれば、登録される対象です。
 
注２　意匠的な要素と商標的な要素とを比較して、商標的な
        要素が凌駕する場合には（３）に該当すると考えられます。

　

平面印刷物の取り扱い（標識として用いられるデザインの登録排除）

・専利法第25条1項6号
・審査指南第一部分第三章6.2



（制度の説明）

留意事項 関連条文等

いかなる組織又は個人も、中国で完成された発明又は実用新案を外国に特許出願する場合、先ず国務院特許行政部
門による秘密保持審査を受けなければならない。秘密保持の手順及び期限等は国務院の規程に準拠する。（専利法
第20条１項）

１．　秘密保持審査を請求できる対象は、実質的な内容が中国
国内で完成した特許と実用新案に限定されており、意匠は対象
外です。

２．　なお、意匠出願に特許的要素が含まれている場合も考え
られますので、後に特許出願をする可能性がある場合には、中
国に第1国出願として出願しておくことが望ましいです。
　

秘密保持審査

・専利法第20条１項
・専利法実施細則第8条
・審査指南第五部分第五章1



第２章　出願時の留意事項に係る
Ｑ＆Ａ

この章では、本改正法施行の2009年10月1日以降に意匠
出願され登録となった中から６件を抽出し、これらの登録公
報の設計要点の記載を例に、今後、意匠出願をするにあた
り検討すべき事項や注意すべき事項をQ&A方式でまとめて
います。



登録例 設計要点の記載内容 代理人コメントまとめ

①
具
体
的
な
形
状
を
全
て

詳
細
に
説
明
し
た
例

200930236655.9号
2009.10.19出願

「儿童安全座椅」

代表図：立体図（斜視図）

3.外观设计的设计要点:如各图所示,本外
观设计儿童安全座椅本体概呈水平,且本

体前方的左右二侧分别向上延伸大致呈
半圆形的板体,而本体后方的左右二侧分

别向上弯折延伸一柱体。藉由弧形线条
架构外观造型,并运用曲度与弯弧方向的
变化,完全不同于旧有泛用造型。

３.意匠の設計要点：各図に示す通り、本

意匠は児童安全座椅本体が概ね水平を
呈し、且つ本体の前方左右両側にそれぞ
れ上向きにほぼ半円形を呈する板体を延
ばし、また本体後方左右両側はそれぞれ
上向きに湾曲した１の柱体を延ばす。弧
状の輪郭と切欠きの外観造形が、円弧方
向へ湾曲する変化において、従来の一般
形状と完全に異なる。

審査指南によれば、「設計要
点の記述は簡潔にすべきであ
る」とされており（審査指南第
一部分第三章4.3）、“審査ガイ
ドブック”（審査官向け）でも

「性能、構造を説明してはなら
ない」との記載があることから、
本ケースのように、詳細に具
体的な意匠の形状を記載した
場合、初歩審査を通過できな
い可能性があります。実際、
補正指令を受けているケース
も多数あるようです。

②
設
計
要
点
が
表
れ
る

　
　

部
位
の
み
説
明
し
た
例

200930295268.2号
2009.11.3出願

「气动快速切断阀」

代表図：主視図（正面図）

3.本外观设计产品的主要设计要点是上

部气缸与电磁阀之间形成的双向进出管
路,以及电磁阀下部连接的排气阀。

３.本意匠製品の主要な設計要点は、上

部シリンダーと電磁弁の間を形成する双
方向入出管路および、電磁弁下部を連接
した排気弁である。

初歩審査を通過できます。た
だし、権利範囲の影響として、
係る部位しか設計要点として
認められないか否かは、現時
点では不明です。



登録例 設計要点の記載 代理人コメントまとめ

③
外
観
の
基
本
的
形
状
を

主
に
説
明
し
た
例

200930251935.7 号
2009.10.30出願

「立柱盆」（洗面台）

代表図：立体図（斜視図）

4.产品为连体式柱盆,产品整体为梯

型。

４.製品は連体式の柱鉢であり、製品

全体は台形である。

初歩審査を通過できます。

④
設
計
要
点
が
表
れ
る

　

図
面
を
特
定
し
た
例

201030121275.3号
2010.03.18出願

「包装挂卡」

代表図：主視図（正面図）

3.外观设计的设计要点:a、主视图所
体现的是本外观设计的设计要点;b、
a处为透明材料制成;c、省略俯视图、

仰视图

３.意匠の設計要点：a.　正面図に表

れるのが本意匠の設計要点である。；
b.　aの部分は*透明部材から成る。；c.
　上面図、底面図を*省略する。

本例の場合、“a”の記載のみで

あれば問題ありません。
“b”、“c”の記載内容は設計要点

とは言えず、別項目として「意匠
の簡単な説明」に記載すべきで
あり、また権利行使への影響も
考えられるとの指摘もあります。

*b（透明部の記載）；Q4参照、
*c（図面の省略）；Q5～6参照）



登録例 設計要点の記載 代理人コメントまとめ

⑤
意
匠
の
構
成
要
素
で

記
載
し
た
例

200930251589.2号
2009.10.24出願

「電小刀」
（電動キッチン小刀）

代表図：主視図（正面図）

3.外观设计的设计要点:产品的形状

以及图案。

３.意匠の設計要点：製品の形状およ

び図案。

初歩審査を通過できます。

⑥
記
載
な
し
の
例

200930198191.7号
2009.11.04出願

「生活費日向水系制御器」

代表図の指定なし

（仰視図（底面図）は設計要点を含ま
ないため、仰視図を省略。）

設計要点が不記載でも無効理
由にはなりませんが、
明らかな形式上の不備ですの
で、適切ではありません。

注）審査指南の施行（2010.2.1）前に出願された登録事例は、現時点では初歩審

査を通過しない可能性の高い内容のものも含まれています。



Q1　　設計要点の記載について、登録例①～⑥のどの記載が適切ですか？

　　　登録例 ① 具体的な形状を全て詳細に説明した例
　　　　 ② 設計要点が表れる部位のみ説明した例
　　　　 ③ 外観の基本的形状を主に説明した例（例.　台形である。）
　　　　 ④ 設計要点が表れる図面を特定した例（例.　正面図に表れる。）
　　　　 ⑤ 意匠の構成要素で記載した例（例.　形状と図案である。）
　　　　 ⑥ 記載なしの例

A1　　 拒絶理由を受けにくい記載は②、③、⑤ですが、設計要点の記載とそれ

が権利行使に与える影響については、現時点では改正法に準じた裁判例
がないので不明です。そこで、出願意匠に求める権利範囲に応じて記載
パターンを使い分けるべきと考えます。

なお、①は、簡潔に記載しないと補正指令を受ける可能性があります。
④のように設計要点が表れる図面を特定する記載は問題とはなりません
が、本事例においては設計要点ではないものが記載されている点で問題
となる可能性があります。

⑥には設計要点が記載されていないという形式上の不備がありますの
で、適切ではありません。



Q2 　どの図面を代表図に指定すべきでしょうか？

A2 　出願人が、意匠の特徴が最も表されると考える図面を指定すれば問題

ありませんが、立体図（斜視図）を代表図として指定することが一般的であ
ると思われます。

　　　　指定された代表図は中国特許庁（SIPO）が発行する紙公報に掲載するた

めにのみ用いられるものであり、どの図面を指定しても権利範囲の認定に
は影響ありません。　　

　意匠権の権利範囲は指定された代表図のみに基づいて特定されるもの

ではなく、全ての図面に基づいて特定されます。



Q3 　代表図を指定しないことで何らかのデメリットはありますか？

A3 　専利法実施細則第28条では代表図を指定しなくてはならない旨が規定さ

れており、代表図を指定しない場合には補正指令または職権による修正の
対象となり、対応するための時間及び費用が別途発生するというデメリット
があります。

　　　　代表図は意匠権の権利範囲の解釈に使われるものではなく、代表図がな
いことは無効理由でもありません。そのため、代表図の指定がないことによ
る権利に影響をあたえるようなデメリットはありませんが、出願時において、
出願人が意匠の特徴が最も表されていると考える図面を代表図として指定
しておくべきでしょう。　

　　　　　なお、登録例⑥は専利法実施細則が施行する前に出願されたもののた
め、旧実施細則に基づいて代表図なしで登録となったと考えられます。



Q4 　登録例④のように透明・透光性の部分を含む場合、このことを簡単な記

載で説明しなくてはならないのでしょうか？もし、記載しなかった場合、どの
ようなデメリットがあるのでしょうか？

A4 　透明・透光性であること、反対に透明・透光性ではないことを主張したい

場合には、簡単な説明に記載した方が良いです。

　審査指南には、「製品の意匠が、透明材料又は特殊な視覚的効果を有
する新たな材料からなる場合、必要に応じて簡単な説明にこれを明記する」
（審査指南第一部分第三章4.3）と記載されています。

　記載しない場合のデメリットとして、透明・透光性部分を通して見える内部
の形状が図面に表れている場合に、内部の形状なのか、表面の形状なの
か分かり辛くなるため、図面の不一致や不明瞭、視覚効果の認識相違に　
より権利無効とされたり、権利解釈において権利者に不利に働く可能性が
あります。



Q5 　登録例⑥では平面図が設計要点を含まないという理由で省略されていま

す。このように図面を省略した場合、意匠全体の認定はどのように考えた
ら良いのでしょうか？

A5 　省略された部分は、他の図面、例えば、斜視図、参考図から見ることが

できる場合を除いて、類否判断において考慮されません。この場合、省略
された部分の認定については、公知意匠等も踏まえた一般的な形状が当
てはめられるものと考えます。

　なお、審査指南には、「創作の特徴を含まない図面については省略でき

る」旨の規定がある（審査指南第一部分第三章4.3）ので、設計要点を含ま
ない図面を省略すること自体は問題ありません。

　ただし、中国出願を基礎とした外国出願を考慮すると、六面図を要求して

いる国もあることから、優先権の面で不利となるかもしれません。



Q6 　Q5において、省略した部分に特徴的な要素を付加して出願した場合、付

加した以外の部分は同一であっても、後願は正当な権利として成立するの
でしょうか？

A6 　後願意匠が認められるか否かは、後願に付加された特徴的な要素が、
全体観察、総合判断に対し、顕著な視覚効果を生じるか否かによって決定
されるものと考えます。



Q7 　互いに類似しているか、いないかの判断が分かれるような複数の意匠に関し

て、各々独立の意匠と多意匠一出願のどちらで出願すべきでしょうか？

A7 　多意匠一出願で出願した方が良いと考えます。

　まず、多意匠一出願は、独立の意匠として出願する場合よりも、出願費用
を節約することが可能です。

　また、独立の意匠として出願した場合、仮にこれらが本来的に互いに類似
すると判断されるべき意匠であったとしても、中国では意匠の実体審査は行
なわれないため、そのまま登録となる可能性があります。その場合、一つの
意匠のみ有効であり、他の意匠は無効理由を含むこととなります。

　一方、多意匠一出願の出願においては、方式審査において、各々の意匠
が類似するか否かが審査されるため、非類似と判断された意匠については、
補正指令が出され、出願人は非類似と判断された意匠を独立の意匠へ補
正することが可能です。また、仮に非類似と判断されるべき意匠が、そのま
ま多意匠一出願として登録となった場合においても、これのみを以って権利
無効とされることはありません。

　多意匠一出願において、方式審査で非類似と判断される意匠があったと
した場合には、補正等の対応により費用と時間が別途必要になり、また、権
利譲渡若しくはライセンスを行なう際には権利全体でしか行えない点がデメ
リットとなりえますが、総合して考えますと、互いに類似すると思われる意匠
については、多意匠一出願として出願するのが良いと思われます。



Q8 　類似と判断される可能性のある複数の意匠を、各々独立の意匠として出

願する場合、設計要点はどのように記載したら良いでしょうか？

A8 　各々を独立の意匠として出願する場合、設計要点を総括的な記載（登録

例②～⑤参照）をするのであれば、各々の設計要点の記載内容は同じで
良いと考えます。

　一方、詳細な記載（登録例①参照）をする場合には、各々を区別するよう
な記載をしないと無効となる可能性があります。ただし、詳細に記載し過ぎ
ると権利行使の際に不利に判断される可能性もあるため、総括的な記載を
した方が良いと考えます。



Q9 　非類似と判断されるべき意匠が、多意匠一出願として登録となっている　

場合、権利範囲はどのように解釈されますか？それぞれの意匠の共通す
る部分が創作の特徴と見做されるのでしょうか？

A9　　複数の意匠が多意匠一出願として登録となった場合、付与される意匠権

はひとつですが、個々の意匠が独自の権利範囲を有しています。

　権利範囲の解釈は、各意匠の図面を基準としますので、各意匠の共通す

る部分が創作の特徴であるとみなされることはないようです。

　また、非類似の意匠が、多意匠一出願に含まれていたとしても無効理由

にはなりません。



第３章　中国専利法改正前後の
出願登録状況

・意匠登録件数の推移　（2010年10月登録公報発行分まで）

　　＜年度別・出願国割合＞

　　＜出願月別＞

　　＜特定ロカルノ分類（Cl.12,14,15,21,23,及び19 ）別＞　　　

　　　　　　　　　　　　　　

・多意匠一出願の利用割合（ロカルノ分類別）

・平面印刷物の登録件数の推移



【意匠登録件数の推移・年別・出願国割合】

・中国からの出願増により、右肩上がりに件数が増えている。

・2009年は、リーマンショックの影響で日本を含む外国からの出願は

　減っているが中国は影響を受けていない。

・2010年は登録に至っていない出願が多く参考値。

登録件数（件）
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【意匠登録件数の推移・月別】

専利法改正
2009年10月1日

施行

実施細則
2010年2月1日

施行

出願年月

登録件数
（件）

・2009年9月の出願の伸びは、専利法改正前の駆込み出願があったもの
と伺える。

・春節時は毎年出願件数が減っている。

・2010年は未だ登録となっていない案件が多く、今後の動向を要確認。



自動車、オートバイ、乗物用の部品、器具及
び付属品等

音声又は映像記録機器、通信機器、周辺機
器等

洗濯、清掃及び乾燥用の機械、冷蔵機械及び
機器、建設機械等

ゲーム及び玩具等 衛生器具、暖房装置、換気装置及び空調機
器等

・前述の全体傾向と基本的傾向は同じ。

便箋、通信及び広告用のカード、その他の印刷物

【分類別登録件数推移―Cl.12,14,15,19,21,23―】
※日本企業の出願件数が多い分類及び、今回の改正に関わる平面印刷物の分類を抜粋した。



ロカルノ分類

01　食料品

02　衣料品及び小間物類

03　旅行用品，ケース，パラソル及び身の回り品，他で明記されていないもの

04　ブラシ製品

05　繊維製品，人造及び天然のシーツ材料

06　家具

07　家庭用品，他で明記されていないもの

08　工具及び金物類

09　商品の輸送又は処理のためのパッケージ及び容器

10　時計，携帯時計及びその他の計測器具，検査器具及び信号器具

11　装飾用品

12　輸送又は引き揚げの手段

13　電気の発電，供給又は変流のための器具

14　記録，通信又は情報検索の機器

15　機械，他で明記されていないもの

16　写真撮影機器，映画撮影機器及び光学機器

17　楽器

18　印刷機械及びオフィス用機械

19　文房具及びオフィス機器，画家の材料及び教材

20　販売及び広告機器，表示具

21　ゲーム，玩具，テント及びスポーツ用品

22　武器，火薬製品，狩猟，漁猟及び害獣駆除のための物品

23　流体供給装置，衛生用，暖房用，換気用及び空調用の機器，固体燃料

24　医療器具及び実験室用器具

25　建築ユニット及び建設部材

26　照明機器

27　煙草及び喫煙者の消耗品

28　医薬品及び化粧品，化粧用品及び化粧道具

29　火災防止用，事故防止用及び救助用の装置及び器具

30　動物の世話及び扱い用の物品

31　飲食物を調理するための機械及び器具，他で明記されていないもの

32　グラフィックシンボル，ロゴ，表面模様及び装飾

99 その他

ロカルノ分類表

独立行政法人工業所有権情報・研修館法　　IPDL特許電子図書館

分類リスト・ロカルノ（９版）→（現行）日本意匠分類対照表
http://www.ipdl.inpit.go.jp/D_GUIDANCE/Locarno9ToJp.ipdl?N0000=175

23-01 流体供給装置

23-02 衛生器具

23-03 暖房装置

23-04 換気装置及び空調機器

15-01 エンジン

15-02 ポンプ及びコンプレッサー

15-03 農業機械

15-04 建設機械

15-05 洗濯、清掃及び乾燥用の機械

15-06 織物の縫製、編み及び刺繍の機械並びにそれらの構成要...

15-07 冷蔵機械及び機器

15-09 工作機械、研磨機及び鋳造機

15-99 その他

12-02 手押し車、一輪手押し車

12-03 機関車及び鉄道用車両並びにその他のすべての鉄道車両

12-05 荷を積んだり、移動したりするためのエレベーター及び...

12-06 船及び舟

12-08 自動車、バス及び貨物自動車

12-11 自転車及びオートバイ

12-15 乗物用のタイヤ及び滑り防止用チェーン

12-16 乗物用の部品、器具及び付属品で、他のクラスやサブク...

14-01 音声又は映像の記録又は複製のための機器

14-02 データ処理装置及び周辺機器

14-03 通信機器、無線遠隔制御装置及び高周波増幅装置

14-99 その他

21-01 ゲーム及び玩具

21-02 体操及びスポーツ用具及びスポーツ機器

21-03 他の娯楽用品

19-01 便箋、通信及び広告用のカード

19-02 オフィス機器

19-04 書籍及び類似の外観を持つその他の物

19-06 手書き、製図、絵画、彫刻、及びその他の芸術技法のた...

19-07 教材

19-08 その他の印刷物　※平面印刷物

サブクラス



「2009年10月以降出願約100,000件
に対して、多意匠一出願の割合は
約1％と低い。

因みに、あまり利用されていないと言わ
れている日本の関連意匠出願でも、中
国の多意匠一出願のカウント方法に合
わせて換算すると、その利用割合は約
11％である。

利用割合が低い主な理由として・・

　-登録まで時間を要している

　-制度として十分普及していない

ことが考えられる。
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【多意匠一出願の利用割合（ロカルノ分類別）】
（2009年10月以降出願分）
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【平面印刷物の登録件数の推移】
（2009年2月～2010年5月出願分）

法改正前後の比較
登録件数（件）

実施細則施行後

専利法施行後

出願日

・法改正前後で件数が大きく変化しているが、出願中で登録
となっていない案件もあり、今後も動向に注目すべき。



【多意匠一出願・登録事例紹介】

出願番号201030109409.X
出願日2010/02/09

●構成単位の違いによるもの

出願番号201030301994.3
出願日2010/01/25

画像は、Hypat-i（株式会社発明通信社）の検索結果から転載

基本設計

●色彩の違いによるもの ●模様の違いによるもの

基本設計

出願番号201030136953.3
出願日2010/04/12

基本設計

出願番号201030133620.5
出願日2010/03/25

●形状の違いによるもの

現時点での多意匠一出願を利用した登録事例

（※　掲載事例はあくまでも登録事例であり、出願方法を推奨するものではありません。）



【平面印刷物・登録事例紹介】

出願番号200930120739.6

出願日2009/10/29

出願番号20093011800.0

出願日2009/11/30

出願番号201030100238.4

出願日2010/01/25

出願番号201030130432.7

出願日2010/04/01

出願番号201030135735.8

出願日2010/04/09

出願番号201030175599.5

出願日2010/05/20

実施細則施行前に出願された意匠 実施細則施行後に出願された意匠

現時点での平面印刷物の登録事例

標識要素が強いものの登録に至っている事例も見受けられる。

（※掲載事例はあくまでも登録事例であり、権利の有効性にまで言及するものではありません。）

出願番号201039030021.8

出願日2009/02/05

画像は、Hypat-i（株式会社発明通信社）の検索結果から転載



【平成２２年度意匠委員会　第二小委員会メンバー】
委員長

 
荒井　秀年

 
（本田技研工業）

副委員長
 

藤原　茂
 
（住友ゴム）

副委員長
 

西濃　俊和
 

（パナソニック電工）
副委員長

 
宮崎　智子

 
（ロート製薬）

副委員長
 

山本　敬一
 

（サントリーホールディングス）
委員

 
小島　朋美

 
（カシオ計算機）

委員
 
幟立　晃

 
（コベルコ建機）

委員
 
中原　香通子

 
（富士通）

委員
 
林　　真紀

 
（キヤノン）

委員
 
尾島　憲昭

 
（リコー）

委員
 
肱岡　真由美

 
（ＴＯＴＯ）

委員
 
向川　友徳

 
（ブリヂストン）

委員
 
山本　啓壱

 
（パナソニック）

【監修】
　　

 
北京銀龍知的産権代理有限公司


	中国専利法第三次改正に伴う意匠出願依頼時の留意事項
	表紙　20110128修正
	スライド番号 1
	スライド番号 2

	第1章　表紙　20110128修正
	第１章　基本的改正点の留意事項

	第１章　20110128結合　0131修正
	第2章（銀龍確認済み）_20101228(修正案）→0113藤原修正　0128修正　0131修正
	第２章　出願時の留意事項に係るＱ＆Ａ

	CN改正専利データイメージ(修正案20101222林→西濃案→1224幟立修正→1228藤原修正→0113藤原修正）
	第３章　中国専利法改正前後の出願登録状況
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9

	最終ページ　委員会メンバー
	スライド番号 1


	第３章　CN改正専利データイメージ(修正案20101222林→西濃案→1224幟立修正→1228藤原修正→0113藤原修正 →　0131修正）


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




